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平成２７年（厚）第５８３号

平成２８年６月２９日裁決

主文

後記「理由」欄第２の５記載の原処分を取

り消す。

理由

第１　審査請求の趣旨

審査請求人（以下「請求人」という。）

の審査請求の趣旨は、○○厚生年金基金（以

下「保険者基金」という。）が、○○厚生

年金基金規約（以下「保険者基金規約」と

いう。）に基づき、請求人に対してした後

記第２の５記載の原処分の取消しを求める

ということである。

第２　本件審査請求に至る経緯

本件記録及び本件手続の全趣旨による

と、請求人が本件審査請求をするに至る経

緯として、次の各事実が認められる。

１　保険者基金は、公的年金制度の健全性

及び信頼性の確保のための厚生年金保険

法等の一部を改正する法律（平成２５年

法律第６３号。以下「平成２５年改正法」

という。）附則第４条の規定により、平

成２５年改正法による改正前の厚生年金

保険法（以下「改正前厚年法」という。）

の規定により設立された厚生年金基金と

して、なお存続するものとされた旧厚生

年金基金（平成２５年改正法附則第３条

第１０号）である。

２　厚生年金保険法上の適用事業所で、保

険者基金の設立事業所であったａ社（以

下「本件事業所」という。）は、プレス

鈑金加工及びこれに附帯する一切の事業

を目的とする株式会社であるが、平成○

年○月○日に開催の同社取締役会におい

て、審議事項「会社閉鎖に関する件」を

諮り、平成○年○月末を目途に工場を閉

鎖し、事業移管完了後に会社清算手続に

入ることを承認する旨の決議をし、「「ａ

社」会社閉鎖について」と題する書面（平

成○年○月○日付）により、保険者基金

に対して、平成○年○月末を目途に同社

を閉鎖する旨を通知した。なお、請求人

は、本件事業所の代表取締役としてその

事業主であったが、本件事業所は平成○

年○月○日の株主総会の決議により解散

し、請求人がその代表清算人に選任され

たものである。

３　保険者基金は、平成○年○月○日開催

の同基金の第○回代議員会（以下「本件

代議員会」という。）において、審議事

項として、第○号議案「設立事業所の脱

退にかかる特別掛金について」を諮り、

本件事業所に「一部営業譲渡に準ずる事

実」に該当する事実があるとして、本件

事業所に対して、保険者基金規約附則第

１７条の４第１項及び同附則第１８条第

２項に基づき、脱退等に係る特別掛金（以

下「本件特別掛金」という。）を賦課し、

納入告知することを決議した。

４　本件事業所は、平成○年○月○日に、

厚生年金基金加入員資格喪失届（加入員

○名分）を保険者基金へ提出し、保険者

基金は、同日当該届を受理した。

５　保険者基金は、平成○年○月○日付で、

本件事業所に対して、納付目的を加入員

減少による特別掛金として、加算特別掛

金を○○○○万○○○○円とする納入告

知書を送付して、納入の告知（以下「原

処分」という。）を行った。

６　請求人は、原処分を不服として、当審

査会に対し審査請求をした。その不服の

理由は、本裁決書添付の別紙１及び別紙

２に記載のとおりであり、これらに対す

る保険者基金の意見は別紙３に記載のと

おりである。なお、請求人は、延滞金の

発生を回避するために、平成○年○月○

日付で、本件特別掛金として○○○○万

○○○○円全額を、保険者基金に納入し

たが、なおも不服として審査請求を維持

している。

第３　問題点

１　改正前厚年法第１３８条第５項では、

「基金の設立事業所が減少する場合（設

立事業所の事業主が、分割又は事業の譲

渡により他の設立事業所の事業主以外の

事業主にその事業の全部又は一部を承継
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させる場合その他の設立事業所の減少に

相当するものとして厚生労働省令で定め

る事由が生じた場合を含む。）において、

当該減少に伴い他の設立事業所に係る掛

金が増加することとなるときは、当該基

金は、当該増加する額に相当する額とし

て厚生労働省令で定める計算方法のうち

規約で定めるものにより算定した額を、

当該減少に係る設立事業所の事業主から

掛金として一括して徴収するものとす

る。」と規定しており、保険者基金では、

保険者基金規約において、脱退の申出を

した設立事業所や加入員の一部を脱退さ

せた設立事業所等に対する特別掛金の徴

収について以下のように定めている。

「（未償却過去勤務債務）

附則第１７条の３　脱退（倒産等により

当該事業所の法（注：厚生年金保険法

を指す。）第９条に規定する被保険者

全員がその資格を喪失する場合を除

く。）の申出を行った設立事業所（以

下「脱退事業所」という。）、この基金

の設立事業所以外の事業所に事業の一

部の譲渡（以下「一部営業譲渡」とい

う。）を行い、転籍のため加入員の一

部を脱退させる設立事業所（以下「一

部営業譲渡を行う事業所」という。）、

これらに準ずる事実（この基金の設立

事業所が、この基金の設立事業所以外

の事業所に、一部営業譲渡契約を締結

せずに、転籍のために加入員の一部を

脱退させた場合をいい、以下「一部営

業譲渡に準ずる事実」という。）があっ

たと認められる事業所（以下「一部営

業譲渡に準ずる事実があったと認めら

れる事業所」という。）又は会社の分

割（事業を承継する事業所がこの基金

の設立事業所である場合を除く。以下

「会社分割」という。）を行い、事業の

承継のため加入員の一部を脱退させる

設立事業所（以下「会社分割を行う

事業所」という。）については、脱退

月、一部営業譲渡月、一部営業譲渡に

準ずる事実があったと認められる月又

は会社分割月（脱退日、一部営業譲渡

日、一部営業譲渡に準ずる事実があっ

たと認められる日又は会社分割日が月

の末日の場合は翌月）から加算標準掛

金算定の際に決定された債務の償却期

間（平成○年○月から１９年）のうち

未償却期間（以下「加算特別掛金未償

却期間」という。）の加算特別掛金に

よる収入現価相当額を、加算部分の未

償却過去勤務債務とする。

（一部営業譲渡に準ずる事実の判定）

附則第１７条の４　この基金は、次の各

号のいずれかに掲げる事実があり、か

つ、前条に定める一部営業譲渡に準ず

る事実があったことが確認された場合

は、次条に基づき当該事業所の事業主

に対し、脱退等に係る特別掛金の納入

告知を行うものとする。

（1）当該事業所の加入員の３割以上の

資格喪失の届を受付けたとき

（2）過去２４月の当該事業所の加入員

数と比較して、３割以上の減少が認

められたとき

２　この基金は、前条に定める一部営業

譲渡に準ずる事実があったことを確認

するため、当該事業所の事業主に対し、

加入員減少の理由の説明を求めること

ができる。加入員減少の理由の説明を

求められた事業所の事業主は、この基

金に対し、加入員減少の理由を説明し

なければならない。

３　前項による事業所の事業主の説明の

結果、一部営業譲渡に準ずる事実の有

無の判定が困難な場合は、この基金の

理事長は、臨時の代議員会を招集し、

第１項に定める納入告知を行うかどう

かを付議するものとする。

（脱退事業所に係る債務及び不足金の一

括納付）

附則第１８条　附則第１７条の３に規定

する脱退は、任意脱退する場合、当該

基金の設立事業所でない事業所に合併

される場合又は当該基金の設立事業所

でない事業所に全部営業譲渡する場合

をいい、当該事実が決定した時点で、

設立事業所の事業主は、この基金に対
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し、当該事実が決定した旨を事前に申

し出なければならない。また、一部営

業譲渡を行う事業所、一部営業譲渡に

準ずる事実があったと認められる事業

所又は会社分割を行う事業所の事業主

は、この基金に対し、当該事実の申出

を行わなければならない。

２　この基金は、脱退事業所、一部営業

譲渡を行う事業所、一部営業譲渡に準

ずる事実があったと認められる事業所

又は会社分割を行う事業所から、当該

脱退、一部営業譲渡、一部営業譲渡に

準ずる事実又は会社分割（以下「脱退

等」という。）により生ずると見込ま

れる次の各号に掲げる債務及び不足金

を徴収するものとし、当該脱退事業所、

一部営業譲渡を行う事業所、一部営業

譲渡に準ずる事実があったと認められ

る事業所又は会社分割を行う事業所の

事業主に対し、脱退日の属する月の前

月末日又は一部営業譲渡日、一部営業

譲渡に準ずる事実の申出を受けた日若

しくは会社分割日の属する月の翌月末

日までに、脱退等に係る特別掛金とし

て納入の告知を行う。

（1）附則第１７条の３に定める加算部

分の未償却過去勤務債務

（2）繰越不足金

３　脱退事業所、一部営業譲渡を行う事

業所、一部営業譲渡に準ずる事実が

あったと認められる事業所又は会社分

割を行う事業所の事業主は、前項の規

定により納入の告知をされた脱退等に

係る特別掛金について、納付期限まで

に、この基金に一括して納付しなけれ

ばならない。」

２　そして、本件では、第２の３及び５に

記載のとおり、保険者基金は、本件代議

員会において、本件事業所が、保険者基

金規約附則第１７条の３に定める「一部

営業譲渡に準ずる事実があったと認めら

れる事業所」に該当するとして、本件事

業所に対して、本件特別掛金を納入告知

することを決議し、その後、平成○年○

月○日付で、原処分を行い、請求人は、

それに対して、別紙１及び別紙２のとお

り、不服を申し立てているのであるから、

本件の問題点は、原処分が、上記の関係

法令及び保険者基金規約に則って行われ

た、適法かつ妥当なものと認めることが

できるかどうかということである。

第４　事実の認定及び判断

１　本件記録及び本件手続の全趣旨によれ

ば、第２記載の事実のほか、次の各事実

が認められる。

（略）

２　以上に基づいて、本件の問題点につい

て検討し、判断する。

（1）　厚生年金基金は、加入員の老齢に

ついて給付を行うことで加入員の生活

の安定と福祉の向上を図ることを目的

とし、適用事業所の事業主及びその適

用事業所に使用される被保険者をもっ

て組織する法人とされ（改正前厚年法

第１０６条ないし第１０８条）、その

運営は、当該厚生年金基金が自主的に

行うことができるものとされ、した

がって、厚生年金基金は、法令で定め

られたその組織や業務に関する基本事

項を定めるほか、年金等の給付、掛金

及びその負担区分などについて、法令

に反しない範囲で、個々の基金の実情

に応じて基金独自の事項を定めること

ができたものであるところ（改正前厚

年法第１１５条参照）、改正前厚年法

第１３８条第５項の趣旨は、将来の給

付に必要な積立金が不足する厚生年金

基金から設立事業所が脱退した場合

に、当該事業所の加入員であった者に

対しては当該厚生年金基金の規約で定

められた年金等の給付が全額確保され

る一方で、その設立事業所の事業主が

不足する積立金を負担しなければ、当

該厚生年金基金の財政が悪化するとと

もに、他の設立事業所の事業主がその

積立不足金を将来負担しなければなら

ない事態になり、不公平が生じるため、

規約の定めにより算定した額を、当該

減少に係る設立事業所の事業主から掛

金として一括徴収することとしたもの
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と解されるのであり、厚生年金基金の

財政の維持と、加入員の年金受給権の

保護を図るという観点からは、設立事

業所の脱退について、脱退の事由によ

り、その取扱いに差を設ける必然的理

由はないと解されるのであるが、保険

者基金規約附則第１７条の３は、第３

の１に記載したとおり、本件特別掛金

を一括納付すべき設立事業所につい

て、「脱退（倒産等により当該事業所

の法第９条に規定する被保険者全員が

その資格を喪失する場合を除く。）の

申出を行った設立事業所」、「一部営業

譲渡を行う事業所」、「一部営業譲渡に

準ずる事実があったと認められる事業

所」及び「会社分割を行う事業所」を

それぞれ規定している。そして、保険

者基金は、本件事業所は、このうちの

「一部営業譲渡に準ずる事実があった

と認められる事業所」による「転籍の

ため加入員の一部を脱退させた行為」

に該当するとして原処分を行ったとし

ており、これに対し、請求人は、本件

事業所は上記のうちの「倒産等により

当該事業所の法第９条に規定する被保

険者全員がその資格を喪失する場合」

（以下「本件倒産等の場合」という。）

に該当し、かつ、「一部営業譲渡に準

ずる事実」に該当するような事実はな

い旨を主張するのであるから、この点

について検討する。

（2）　本件記録及び本件手続の全趣旨に

よれば、本件事業所は、平成○年○月

○日現在において、総資産○億○万○

円のところ、負債合計は○億○万○円

で、○億○万○円の大幅な債務超過と

なり、本件取締役会において、①平成

○年○月末を目途に工場を閉鎖し、事

業移管完了後に会社清算手続に入るこ

と、②社員は、全員「特別転身支援制

度」に応募させ、平成○年○月末に退

職させること、③ｂ社関連事業は、同

年○月末に全て撤退すること、④その

後、ｃ社向け及びその他外販事業につ

いては、平成○年○月末を目途に移管

を完了することの決定を決議（以下「本

件決議」という。）したことが認めら

れ、保険者基金にもその旨を伝え、そ

の後、本件決議に基づき、最重要取引

先であるｂ社に迷惑がかからぬよう同

社関連からの受注を優先対応し、ｃ社

及びその他取引先については、各社か

らの本件事業所への各発注を、本件事

業所以外のところに移管してもらう対

応を依頼しながら、円滑にこれが進め

られるよう、他に発注を変えることの

できないものについては、本件事業所

を平成○年○月末に退職した従業員の

一部２１名について、同年○月○日以

降、平成○年○月○日までの期間限定

で、ｃ社に雇用してもらい、移管完了

までの間、ｃ社において対応をしても

らったというのである。また、本件事

業所は、平成○年○月○日に、ｃ社及

びｄ社の担当者同席の場で、保険者基

金に対し、営業譲渡や倒産も検討した

が、取引先に迷惑をかけないように任

意整理の形で清算することとした旨、

従業員については転籍ではなく、解雇

後に再就職するものである旨を説明し

ている。そして、本件事業所は、平成

○年○月○日付で、役職員３名を除く

８３名を、本件決議のとおり、退任又

は退職させ、残った役職員３名につい

ても平成○年○月○日付で退任又は退

職させ、同月○日付で、保険者基金に

対して、全喪年月日を同月○日とする

本件全喪届を提出していることが認め

られ、さらに、本件事業所は、同年○

月○日に臨時株主総会を開催し、同総

会において、本件事業所の解散が決議

され、同日現在の貸借対照表によれば、

債務超過額は、平成○年○月○日現在

から、さらに○億○万○円拡大し、○

億○万○円となり、同総会で代表清算

人となった請求人が、平成○年○月○

日付で、○○地方裁判所に対して、本

件特別清算申立てをし、同年○月○日

付で、同裁判所が特別清算の開始を命

じたことが認められるのである。
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保険者基金は、本件事業所は、ｃ社

から受注していた業務をｃ社に戻すな

どし、本件事業所を平成○年○月○日

付で退職した従業員の一部がｃ社に雇

用されたことから、本件事業所は、保

険者基金規約附則第１７条の３に定め

る「一部営業譲渡に準ずる事実があっ

たと認められる事業所」に該当し、本

件特別掛金の納入告知をすることは、

本件代議員会で承認され、しかも、本

件特別掛金を本件事業所に対して課す

べきかどうかを判断するために必要な

情報として保険者基金から本件事業所

に対して行った照会にも、本件事業所

は何ら応えなかった非があるとし、さ

らに「一部営業譲渡に準ずる事実が

あったと認められる事業所」には、保

険者基金規約上、倒産等の場合を除く

とする規定はない旨を主張するのであ

るが、本件事業所が、債務超過となり、

解散及び清算から特別清算に至るまで

の上記のとおりの経過に照らせば、会

社閉鎖を決定した時点で既に受注して

いた分で、他に発注を変えることので

きないものに限って、ｃ社に対応を依

頼し、ｃ社が、本件事業所を退職した

従業員の一部を、半年間の期間を限定

して雇用して、これに係る作業ないし

業務を行ったとしても、それは本件事

業所の清算手続に向けての準備ないし

残務整理の一環として評価すべきもの

であって、それのみでは営業の全部又

は一部の譲渡に該当するとは認められ

ず、本件事業所を退職した従業員２１

名のｃ社による雇用についても、本件

記録からは、上記で認定したとおりの

事実が認められるのみで、そのほかに、

本件事業所とｃ社間で当該雇用に関し

て何らかの合意がなされたり、本件事

業所において当該従業員から移籍の同

意を得たような事実は全くうかがえな

いのであるから、これをもって本件基

金規約附則第１７条の３に定められて

いる「転籍」に該当するということも

できない。

本件事業所が、当初の保険者基金

に対する「会社閉鎖に至った経緯」に

関する説明の中で、「親会社であるｅ

社に移管整理する」旨の表現を用いて

いることが認められ（上記１の（3））、

これが保険者基金が営業譲渡に関して

疑念を抱く理由のひとつになったとも

思われるのであるが、その後の経過か

らすれば、それは上記のような内容に

とどまるものであったということがで

きるのであり、また、本件事業所によ

る保険者基金に対する丁寧な報告や説

明が望ましかったとはいえても、保険

者基金からの照会に本件事業所が応じ

なかったことや、本件代議員会におい

て本件特別掛金に係る納入告知が承認

されたことをもって、上記の判断を変

えることはできない。したがって、「一

部営業譲渡に準ずる事実があったと認

められる事業所」による「転籍のため

加入員の一部を脱退させた行為」に該

当するとの保険者基金の主張は認めら

れず、原処分はその処分の根拠となる

理由を欠くものといわざるを得ない。

そして、特別清算は、解散した会

社の清算において、債務超過の疑いの

ある場合等に、債権者や清算人等の申

立て（債務超過の疑いがあるときは、

清算人は、特別清算開始の申立てをし

なければならない。）により、裁判所

の特別清算開始命令に基づいて、その

監督のもとにおいて行われる倒産処理

手続のひとつであるところ（会社法第

５１０条以下参照）、本件事業所が特

別清算の申立てを行うに至る前記認定

に係る経過に併せて、本件事業所は、

平成○年○月○日付の保険者基金あて

の回答書で、特別清算手続を行うこと

を明らかにし、同年○月○日を全喪年

月日とする本件全喪届を提出した後、

同年○月○日の臨時株主総会において

解散の決議をして、請求人を代表清算

人に選任し、同年○月○日に解散公告

を行って、同日から平成○年○月○日

までを債権申出期間とし、その経過を
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待って、同月○日に○○地方裁判所に

対し本件特別清算開始申立てを行い、

同年○月○日、同裁判所により特別清

算の開始が命じられたという事実を全

体としてみれば、本件事業所は、平成

○年○月○日を全喪年月日とする本件

全喪届の提出により保険者基金を脱退

したものと認められ、それは特別清算

手続によるものということができ、保

険者基金規約附則第１７条の３に規定

されている「（倒産等により当該事業

所の法第９条に規定する被保険者全員

がその資格を喪失する場合を除く。）」

に該当して、本件特別掛金の納入の告

知をすべき設立事業所から除外される

ものと解されるのである。そして、本

件事業所が、当初、任意整理による旨

を表明していたとしても、倒産処理の

手続が進む経過の中で、法的整理手続

に移行することは通常あり得ることで

あって、これによって上記判断が妨げ

られるものではなく、一方、本件にお

ける前記認定のような経過や事情に鑑

みれば、平成○年○月○日付の書面で、

本件事業所から特別清算手続による意

思であることが明らかにされるや、本

件事業所が、債務超過となり、解散及

び清算から特別清算に至るまでの経過

から、平成○年○月○日の８３名分の

厚生年金基金加入員資格喪失届の提出

による加入員の減少を切り離して捉

え、これを理由に平成○年○月○日付

で原処分を行ったことは妥当とは認め

られない。

（3）　以上によれば、本件事業所に対す

る本件特別掛金の納入告知には理由が

なく、原処分は相当でないので、これ

を取り消すこととし、主文のとおり裁

決する。
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